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オーナーの努力が光る満室稼働ビル・外装リニューアル工事が完了
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■
事
業
名

﹁
地
産
地
消
型
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

導
入
拡
大
事

業
﹂

■
事
業
概
要

都
内
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

の
普
及
促
進

及
び
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
を
図
る
た
め
民

間
事
業
者
に
よ
る
自
家
消

費
型
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ

発
電
等
設
備︵
固
定

価
格
買
取
制
度
の
設
備
認

定
を
受
け
な
い
設
備
︶及

び
熱
利
用
設
備
の
導
入
に

対
す
る
補
助
を
行
う

■
対
象
事
業
者

都
内
に
自
家
消
費
型
の
再

生
エ
ネ
ル
ギ

発
電
等
設

備
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


熱
利
用
設
備
を
設
置
す

る
民
間
事
業
者

■
対
象
設
備

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

発

電
等
設
備

太
陽
光
発

電
風
力
発
電
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
小
水
力
発
電
等


再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

発
電

設
備
と
併
せ
て
導
入
す
る
蓄

電
池

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

熱
利

用
設
備

太
陽
熱
利
用
地

中
熱
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
熱

利
用
等

■
補
助
率
・
上
限
額

中
小
企
業
等

補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内︵
上
限

額
５
０
０
０
万
円
︶

そ
の
他

補
助
対
象
経
費
の

６
分
の
１
以
内︵
上
限
額
２

５
０
０
万
円
︶

■
申
請
期
間︵
第
１
回
︶

平
成

年
９
月

日

平
成


年
１
月

日

■
事
業
名

﹁
グ
リ

ン
リ

ス
普
及
促

進
事
業
﹂

■
事
業
概
要

グ
リ

ン
リ

ス
の
普
及
促

進
に
よ
り
中
小
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
の
省
エ
ネ
促
進
を
図

る


■
対
象

都
内
の
中
小
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

を
所
有
し
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と


︵
１
︶中
小
企
業
基
本
法
に
定

め
る
中
小
企
業
者
で
大
企
業

が
実
質
的
な
経
営
に
参
加
し

て
い
な
い
者


︵
２
︶中
小
企
業
者
以
外
の
資

本
金

億
円
未
満
の
会
社
で

あ
り
資
本
金

億
円
以
上

の
者
が
実
質
的
な
経
営
参
加

し
て
い
な
い
者


︵
３
︶右
記︵
１
︶︵
２
︶と
共

同
申
請
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

者
や
リ

ス
事
業
者

■
対
象
事
業
者

●
設
備
改
修
に
関
す
る
グ
リ


ン
リ

ス
契
約
を
締
結

し

設
備
改
修
を
実
施
す
る

こ
と
●
設
備
改
修
後
の
ベ
ン

チ
マ

ク
が
Ａ
２
以
上
と
な

る
こ
と
が
見
込
め
る
こ
と
●

申
請
時
ま
で
に

当
該
年
度

分
の
地
球
温
暖
化
対
策
報
告

書
を
都
に
提
出
し
て
い
る
こ

と■
助
成
対
象
経
費
及
び
助
成

率○
グ
リ

ン
リ

ス
契
約
の

た
め
の
調
査
費
用
助
成
対
象

経
費
の
２
分
の
１

助
成
限

度
額
は
１
０
０
万
円

○
グ
リ

ン
リ

ス
契
約
に

基
づ
く
設
備
改
修
費
用

助
成
対
象
経
費
の
２
分
の

１

助
成
限
度
額
４
０
０
０

万
円
︵
調
査
費
含
む
︶

予
算
６
億
円
︵
上
限
に
達
し

次
第
終
了
︶

■
募
集
期
間

平
成

年

月

日
か
ら
平

成

年
１
月
頃
ま
で

︵
今
年
度
は
平
成

年
１
月

末
日
ま
で
︶

　
■
事
業
名

﹁
千
代
田
区
省
エ
ネ
ル
ギ


改
修
等
助
成
制
度
﹂

■
事
業
概
要

家
庭
や
マ
ン
シ

ン
共
用

部

事
業
所
ビ
ル
等
へ
省
エ

ネ
ル
ギ

機
器
等
へ
の
改
修

を
行
う
際
に

費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
も
の

■
助
成
対
象

事
業
所

東
京
都
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ


︵
ク

ル
・
ネ

ト
東
京
︶

に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ

診
断

結
果
に
基
づ
く
設
備
改
修

■
申
請
者
要
件

事
業
所

中
小
企
業
者
の
う

ち

﹁
区
内
の
既
存
建
物
の

所
有
者
﹂

﹁
所
有
者
の
承

諾
を
得
て
い
る
者
﹂
の
い
ず

れ
か

■
助
成
額

対
象
経
費
の

％
︵
上
限
１

０
０
万
円
︶

■
申
込
期
限

平
成

年
２
月

日

■
事
業
名

﹁
千
代
田
区
建
築
物
耐
震
診

断
助
成
制
度
﹂

■
概
要

建
築
耐
震
診
断
と
は

現
在

の
耐
震
基
準
に
対
し
て
建
築

物
の
耐
震
性
能
が
ど
の
く
ら

い
あ
る
の
か
を
診
断
す
る
も

の
で
あ
る
千
代
田
区
で
は


建
築
物
の
耐
震
診
断
を
行
う

場
合
に

診
断
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る


■
対
象
と
な
る
建
築
物

千
代
田
区
内
に
存
ず
る
民
間

建
築
物
で

次
の
該
当
建
築

物
で
あ
る


○
木
造
以
外
の
建
築
物

○
原
則
と
し
て

建
築
基
準

法
に
適
合
し
て
い
る
建
築
物

○
昭
和

年
５
月

日
以
前

の
建
築
物

■
対
象
と
な
る
所
有
者

○
個
人
所
有
者

○
中
小
企
業
基
本
法
に
定
義

さ
れ
る
中
小
企
業
者
等
︵
大

企
業
が
所
有
す
る
建
築
物
を

除
く
︶

■
助
成
金
の
内
容

一
般
道
路
沿
道
建
築
物
の
場

合

耐
震
診
断
に
要
し
た
費

用
の
２
分
の
１
︵
限
度
額
２

０
０
万
円
︶

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建
築
物

の
場
合

耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
５
分
の
４
︵
限
度

額
４
０
０
万
円
︶

　■
事
業
名

﹁
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿
道

建
築
物
耐
震
化
促
進
事
業
﹂

■
事
業
概
要

区
内
の
特
定
緊
急
輸
送
道
路

沿
道
に
あ
る
一
定
の
基
準
を

満
た
す
非
木
造
建
築
物
を
対

象
に

耐
震
化
に
要
し
た
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の

耐
震
診
断
・
補
強
設
計

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
平
成


年
度
ま
で
に
完
了
す
る
建

築
物

補
強
設
計
費
用
の
助

成
に
つ
い
て
は
平
成

年
度

中
に
着
手
す
る
建
築
物

耐

震
改
修
工
事

建
替
え
・
除

却
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は

平
成

年
度
中
に
着
工
す
る

建
築
物
が
対
象


■
対
象
建
築
物

昭
和

年
５
月

日
以
前
に

建
築
確
認
を
受
け
て
建
築
し

た
港
区
内
の
特
定
緊
急
輸
送

道
路
沿
道
建
築
物
で

一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
も
の


■
助
成
内
容

○
耐
震
診
断

規
模
に
応
じ
て
算
出
し
た
額

以
内
で

耐
震
診
断
に
要
し

た
費
用
の
最
大

分
の


○
補
強
設
計

規
模
に
応
じ
て
算
出
し
た
額

以
内
で

最
大
６
分
の
５

○
耐
震
改
修
工
事

規
模
に
応
じ
て
算
出
し
た
額

以
内
で

最
大
６
分
の
５

○
建
替
え
・
除
却

規
模
に
応
じ
て
算
出
し
た
額

以
内
で

最
大
３
分
の
１
　

■
助
成
対
象
者

○
区
分
所
有
建
築
物
当
該
建

築
物
の
管
理
組
合
又
は
区
分

所
有
者
の
代
表
者
︵
区
分
所

有
者
の
集
会
の
議
決
で
決
定

さ
れ
た
代
表
者
︶

○
共
有
建
築
物

共
有
者
全
員
に
よ

て
合
意

さ
れ
た
代
表
者

■
事
業
名

﹁
事
業
所
用
自
然
エ
ネ
ル
ギ


及
び
省
エ
ネ
ル
ギ

機
器

等
導
入
費
助
成
﹂

■
対
象
者

区
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中

小
事
業
者
等
で

当
該
事
業

所
に
対
象
機
器
を
導
入
す
る

も
の

た
だ
し

平
成

年

３
月

日
ま
で
に
機
器
等
の

導
入
及
び
支
払
い
を
終
え


区
に
導
入
完
了
報
告
を
す
る

こ
と

■
助
成
対
象
機
器

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
機

燃
料

電
池
給
湯
器
な
ど

■
助
成
額

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

出

力
１
ｋ
Ｗ
当
た
り

万
円

︵
限
度
額
１
０
０
万
円
︶

省
エ
ネ
ル
ギ

機
器
等

導

入
費
の

％
︵
限
度
額

万

円
︶

■
事
業
名

﹁
オ
フ

ス
ビ
ル
建
設
促
進

補
助
﹂

■
事
業
概
要

宮
崎
市
で
は
多
く
の
雇
用

を
創
出
す
る
オ
フ

ス
系

企
業
の
立
地
を
促
進
す
る

た
め

中
心
市
街
地
区
域

等
へ
の
オ
フ

ス
ビ
ル
建

設
を
支
援
す
る


■
補
助
対
象
ビ
ル

○
中
心
市
街
地
区
域
等
に

建
設
す
る
こ
と

○
新
築
で
あ
る
こ
と

○
共
用
部
分
を
除
く
１
階

層
あ
た
り
の
賃
借
用
業
務

施
設
︵
店
舗
及
び
宿
泊
施

設
等
除
く
︶
が
３
５
０
㎡

程
度
以
上
で
あ
る
こ
と

■
補
助
対
象
経
費
お
よ
び

補
助
金
額

補
助
対
象
事
業
者
と
入
居

企
業
︵
宮
崎
市
企
業
立
地

促
進
条
例
に
よ
る
奨
励
措

置
の
指
定
の
要
件
を
満
た

す
も
の
︶
が
竣
工
後
３
カ

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に

締
結
す
る
賃
貸
借
契
約
の

床
面
積
に
係
る
固
定
資
産

税
︵
家
屋

土
地
︶
お
よ

び
都
市
計
画
税
相
当
分
の

３
カ
年
分


▶
外
装
の
改
修
工
事
︵
下
︶
を
経
て
美
観
を
取
り
戻
し
た
︵
上
︶

◀
破
損
し
た
窓
ガ
ラ
ス
︵
下
︶
も
交
換
さ
れ
た
︵
上
︶

▲タイルの張替えも実施

　
Ｊ
Ｒ
﹁
駒
込
﹂
駅
か
ら
徒

歩
２
分
の
﹁
駒
込
Ｋ
ビ
ル
﹂

は
平
成
３
年
の
竣
工

現
在

は
一
般
の
事
務
所
や
学
習

塾

ピ
ラ
テ

ス
専
門
ス
タ

ジ
オ

心
療
内
科
ク
リ
ニ


ク
と
い

た
テ
ナ
ン
ト
が
入

居
中

賃
貸
フ
ロ
ア
は
満
室

で
稼
働
中
だ

ビ
ル
の
管
理

・
運
営
業
務
を
担
当
す
る
小

島
雄
一
氏
は

物
件
情
報
の

チ
ラ
シ
か
ら
自
社
の
ホ

ム

ペ

ジ

そ
し
て
賃
貸
借
契

約
書
や
ビ
ル
管
理
規
定
な

ど

ビ
ル
に
関
わ
る
書
類
や

Ｐ
Ｒ
素
材
を
で
き
る
限
り
自

身
で
作
成

ビ
ル
経
営
に
対

す
る
ひ
た
む
き
な
姿
勢
が


今
日
の
満
室
稼
働
を
下
支
え

し
て
い
る


　
﹁
駒
込
は
都
心
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く

生
活
利
便
性

に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら


居
住
地
域
と
し
て
需
要
の
高

い
エ
リ
ア
で
す
そ
の
反
面


オ
フ

ス
立
地
と
し
て
は
都

心
と
比
べ
る
と
や
や
見
劣
り

し
ま
す

オ


ナ

と
し
て
は

入
居
テ
ナ
ン
ト

に
対
し
て
最
大

限
の
サ

ビ
ス

を
提
供
し

快

適
な
環
境
の
中

で
事
業
に
勤
し

ん
で
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
﹂︵
小
島
氏
︶

　
入
居
テ
ナ
ン

ト
の
満
足
度
を

高
め
る
た
め

に

定
期
的
な

維
持
保
全
・
リ

ニ


ア
ル
は

重
要
で
あ
る


﹁
駒
込
Ｋ
ビ

ル
﹂
で
は

月

か
ら

月
ま
で

の
約
２
カ
月
間

に
わ
た
り

外

装
リ
ニ


ア

ル
工
事
が
実
施
さ
れ
た

工

事
は
足
場
組
み
の
作
業
に
始

ま
り

タ
イ
ル
の
打
診
調
査

・
高
圧
洗
浄
シ

リ
ン
グ


防
水

塗
装

コ

テ

ン

グ
と
い

た
工
程
を
経
て



月
中
旬
に
工
事
が
完
了
し

た

ク
ラ

ク
や
損
傷
が
起

き
た
タ
イ
ル
は
張
替
え
作
業

が
行
わ
れ

新
た
に
投
入
さ

れ
た
タ
イ
ル
︵
１
０
０
㎜
×


㎜
︶
の
数
は
１
５
４
０
枚

に
及
ぶ

工
事
期
間
中

防

水
剤
の
に
お
い
が
元
で
入
居

テ
ナ
ン
ト
か
ら
要
望
が
あ

り

入
居
テ
ナ
ン
ト
の
営
業

日
を
回
避
し
て
作
業
を
実

施

日
程
を
若
干
変
更
し
な

が
ら
も

概
ね
順
調
に
工
事

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

た


　
ま
た

今
回
の
外
装
リ
ニ



ア
ル
工
事
に
併
せ

一

部
フ
ロ
ア
で
窓
ガ
ラ
ス
の
交

換
作
業
も
行
わ
れ
た

そ
の

経
緯
に
つ
い
て
小
島
氏
は
次

の
よ
う
に
話
す


　
﹁
入
居
テ
ナ
ン
ト
が
空
調

設
備
を
稼
働
さ
せ
た
ま
ま
帰

宅
し
て
し
ま
い
ま
し
た

私

の
自
宅
が
ビ
ル
内
に
あ
る
た

め
す
ぐ
に
気
づ
き

夜
間
に

停
止
さ
せ
た
の
で
す
が

翌

日
に
な

て
入
居
テ
ナ
ン
ト

か
ら
﹃
窓
ガ
ラ
ス
に
ヒ
ビ
が

入

て
い
る
﹄
と
い
う
報
告

を
受
け
ま
し
た
﹂︵
小
島
氏
︶

　
窓
ガ
ラ
ス
に
は
熱
を
通
し

に
く
い
網
入
り
ガ
ラ
ス
が
採

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら


室
内
と
外
部

の
温
度
差
に

よ

て
ガ
ラ

ス
が
破
損
し

て
し
ま

た

の
で
は
な
い

か
と
小
島
氏

は
分
析
す

る

入
居
テ
ナ
ン
ト
が
来
店

型
の
業
態
で
あ
り

窓
ガ
ラ

ス
の
破
損
は
客
離
れ
を
引
き

起
こ
し
か
ね
な
い

こ
の
た

め
窓
ガ
ラ
ス
の
迅
速
な
交
換

を
決
意

窓
枠
の
シ

リ
ン

グ
工
事
は
建
物
の
外
か
ら
の

作
業
と
な
る
た
め

足
場
を

組
ん
だ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

窓
ガ
ラ
ス
の
交
換
作
業
も
併

せ
て
行
わ
れ
た


　
外
装
リ
ニ


ア
ル
工
事

に
要
し
た
費
用
は

ガ
ラ
ス

の
交
換
作
業
も
含
め
る
と
１

０
０
０
万
円
を
優
に
超
え

る

決
し
て
安
い
金
額
で
は

な
い
が

小
島
氏
は
﹁
長
期

的
視
点
で
改
修
ス
ケ
ジ



ル
を
組
み

そ
の
た
め
の
資

金
を
着
実
に
積
み
上
げ
て
き

ま
し
た

こ
れ
も

入
居
テ

ナ
ン
ト
に
長
く
ビ
ル
を
愛
用

し
て
頂
く
た
め
で
す
﹂
と
話

す

同
ビ
ル
で
は
外
装
リ
ニ



ア
ル
以
外
に
も

エ
レ

ベ

タ

用
モ

タ

の
ベ

ア
リ
ン
グ
交
換

共
用
部
へ

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
な
ど


様
々
な
改
修
工
事
を
こ
の
数

年
の
間
に
実
施
し

今
回
の

工
事
を
も

て
そ
れ
が
一
段

落
す
る
こ
と
と
な

た

小

島
氏
は
来
る
べ
き
次
の
リ
ニ



ア
ル
工
事
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
る
と
し
な
が

ら

入
居
テ
ナ
ン
ト
の
事
業

活
動
及
び
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
ビ
ル
を
今
後
も
目
指
し

て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た

と
の
こ
と
だ



